
成績概要書（2008年1月作成）

研究課題：セル成型苗を利用したかぼちゃ生産の安定化（テッペンランドにおける
セル成型苗を利用したかぼちゃ生産の安定化）

担当部署：花・野菜技術センター 研究部 野菜科

協力分担：上川農試 研究部 畑作園芸科、上川農改セ士別支所、同名寄支所、

同上川北部支所、テッペンランド協議会

予算区分：受託（民間）

研究期間：2006～2007年度（平成18～19年度）

１ 目的

省力的な整枝方法、定植時期の違い並びに苗の塩締めが生育に及ぼす影響について調査

し、セル成型苗を利用したかぼちゃ生産の安定化を図る。

２ 方法

１）省力整枝法（花野セ、和寒町、名寄市、美深町、2006-2007年） 処理区：放任、

処理Ⅰ（親づる摘心（現地慣行））、Ⅱ（Ⅰ＋株元摘果）、Ⅲ（Ⅱ＋株元整枝）、Ⅳ（Ⅲ

＋子づる先端摘心等)、品種：「えびす」、「こふき」、「くりゆたか」、育苗：72または78

セルトレイ、施肥：現地慣行（N;8.0-11.9,P2O5;13.0-20.0,K2O;5.4-10.0kg/10a)

２）定植時期（和寒町、名寄市、2006-2007年） 定植日：Ⅰ（6/5頃）、Ⅱ（6/15頃、

現地慣行）、Ⅲ（6/25頃）。整枝法：上記１）のⅡ（2006年）、Ⅰ(2007年）の方法。品

種：「えびす」、「こふき」。育苗、施肥は１）と同じ。

３）苗の塩締め処理（花野セ、和寒町、名寄市、美深町、2006-2007年） （１）塩の

種類と濃度：無処理,0.3％食塩水を定植５日前からかん水(花野セでは食塩水0.15％,塩

化カリウム水0.15,0.3％区も実施)。品種、育苗、施肥は１）と同じ。（２）品種の反

応：「えびす」等12品種を供試。無処理、定植５日前から0.3％食塩水かん水。

３ 成果の概要

１）省力整枝法

（１）「えびす」では産地慣行の「親づる摘心のみ」に比較して、株元摘果、株元整枝

等管理作業を行うほど、着果節位は低下し、集中する傾向を示し、規格内収量はほぼ

同等～増加する傾向であった（データ略）。

（２）整枝作業労賃、規格内収量、販売単価を考慮すると、「えびす」の場合、株元摘

果・整枝を行うことで収益が向上した（図1）。しかし、草勢の弱い「くりゆたか」

では収量が上がらず、労賃を差引くと収益は低下した。草勢等の品種特性を考慮して、

過不足ない整枝管理が重要であった。

２）定植時期

「えびす」では定植時期が早いほど規格内収量は高く販売額（試算）も高まったこと

から、６月上旬定植が適していた（図２）。また、遅い作期では果実の乾物率がやや

低下し、果実品質はばらつく傾向が強かった。

３）苗の塩締め処理

（１）品種により反応の程度に差異がみられたが、塩締め処理によりセル苗の本葉長、

茎径は95％程度小型化し、苗の乾物率も0.4ポイント低下した（表１）。「えびす」は

供試品種の中では中庸の反応であった。また、食塩水（NaCl）の塩締め処理では、子

葉、本葉葉縁の黄化がみとめられた。

（２）塩締め処理はセル苗の耐干性をやや向上させた（表２）。塩締め処理により総収

量は低下するが、規格外の大果が減少することで規格内収量はほぼ同等からやや増加

の事例が多かった。

（３）耐干性、規格内収量性、果実品質を考慮すると、定植５日前からの0.3％食塩水

かん水の塩締め効果が安定していた。



図１ 整枝作業時間と収量、収益（2007年、美
深町）
処理法：I(親づる摘心のみ((現地慣行))、II(処理I＋５節
まで株元摘果)、III(処理II＋株元整枝)、販売額、労賃は
農協単価による。

図２ 定植時期と収量、販売金額試算（2006,2007年、和寒町、名寄市）
品種：2006年和寒町以外は「えびす」、販売額は農協販売価格による試算

４ 成果の活用面と留意点

１）かぼちゃセル成型苗の直接定植栽培時の参考とする。

２）セル苗の塩締め処理はかん水省略の技術ではないので、気象、土壌水分を考慮して

定植作業をすすめ、高温少雨の時期には植え穴かん水につとめる。また、品種間差異

がみられるので、「えびす」以外の品種では試作を行ってから導入すべきである。

５ 残された問題とその対応

１）「えびす」以外の塩締め処理の収量性確認。

２）低収年、低収畑における塩締め処理の効果は未検討。
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品種 子葉長本葉長茎長 茎径 乾物率
対比 対比 対比 対比 差

えびす 100 92 105 94 -0.7
こふき 86 80 88 87 0.3
味平 95 85 71 90 -1.7
くりゆたか 96 100 148 107 -0.8
みやこ 105 95 118 98 -0.9
くりあじ 100 94 97 92 -0.3
雪化粧 108 108 80 98 0.0
ほっこり133 100 102 119 91 -0.5
味皇 106 105 110 102 -1.1
ケント 110 103 111 102 -0.9
イーティ 96 81 84 96 0.4
ほっとけ栗たん(TC2A) 91 79 83 88 1.2
全品種の平均 99 94 101 95 -0.4
有意性 ns * ns * *
注）塩締めは定植５日前から食塩0.3%水溶液を潅注。
対比は各品種の無処理と塩締め処理の比較。
*：５%水準で有意差あり。

表１　各品種の塩締め処理に対する苗生育の反応
（2007年、花野セ）

処理   程度別苗数 (株 ) しお 収量 (kg/a)

0 1 2 3 4 れ度 格内 総計

無処理 0 1 9 6 0 58 241 296

NaCl 0.15% 0 3 5 8 0 58 247 247

NaCl 0.3% 0 8 8 0 0 38 252 252

KCl 0.15% 0 11 5 0 0 33 240 240

KCl 0.3% 3 9 4 0 0 27 197 229

注 ） 育 苗 ト レ イ を 無 か ん 水 で 簡 易 ハ ウ ス 内 に 静 置 、 2007年 6月 6日
調 査 ,n=16株 /区 。 し お れ 程 度 ： 0 無 、 1 子 葉 湾 曲 ・ 茎 曲 が り 、 2
本 葉 し な び 、 3 全 身 し な び 、 4 枯 死 。 し お れ 度 ＝ ∑ （ 各 指 数 × そ
の 株 数 ） × 100/(最 大 階 級 値 × 調 査 株 数 ）

表２　無かん水5日後のしおれ程度（塩締
め、2007年、花野セ）


